
令和６年度シラバス（地理総合）     学番６ 新潟県立新潟東高等学校  

教科(科目) 地理歴史 (地理総合) 単位数 ２単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 帝国書院『新地理総合』 帝国書院『新詳高等地図』 

副教材等 東京法令出版『新編フォトグラフィア地理図説2024』 帝国書院『高等学校新地理総合ノート』 

 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー         

グラデュエーシ
ョン・ポリシー 

○地域社会と積極的に交流することで、各自の興味・関心に基づく課題を見出し、学習活動で得た知識・
技能をもとに、論理的に思考し主体的に解決策を見出す能力を育成する。 
○自分の主張を分かりやすく他者へ伝え、異なる主張に対しても、協調的に意見交換しながら合意形成
を図ることができる能力を育成する。 
○正解のない問いや、困難な状況に際しても、他者と協力して、粘り強く挑戦し続ける態度を育成する。 
○自分のよさや強みを自覚し、うまくいかない状況に際しても、自己をうまく管理する柔軟な態度を育
成する。 

カリキュラム・
ポリシー 

○情報端末や、教育サービスを積極的に活用し、すべての生徒が主体的かつ意欲的に学ぶことができる
教育活動を展開する。 
○個々の生徒の特性や理解の状況に応じた最適な学びを提供し、かつ生徒が互いに交流しながら協調的
に学びあえる授業を行う。 
○地域社会と連携することで、豊かな体験活動の場を設けながら、教科とも連携した探究学習を行う。 
○生徒が自らの学びを振り返るとともに、教師が指導の改善を図ることができる学習評価を行いながら、
常に教育活動の質の向上を図っていく。 

 

２ 学習目標         

 社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立ち、グロ 
ーバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を 
次のとおり育成することを目指す。 
（１）地理にかかわる諸事象に関して、世界の文化の多様性や、防災、地域や地球的課題への取り組みになどを理解する

とともに、地図や地理情報システムなどを用いて、調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に
調べまとめる技能を身に着けるようにする。 

（２）地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分布、場所、人間と自然環境との相互依存関係、空
間的相互依存作用、地域などに着目して、概念などを活用して多面的・多方面的に考察したり、地理的な課題の解
決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養
う。 

（３）地理に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追及、解決しようとす
る態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通じて涵養される日本国民としての自覚、我が国の国
土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

 

３ 指導の重点                  
 地理総合が必修になったのにはこのような背景があります。 
①ICT機器などで提供される地理情報を的確に読み取り、活用する方法を学ぶ。 
②自然災害の多い日本において、災害はどのように起こり、どのような備えをすればいいのか、被災した際にどのような
行動をとるかを学ぶ。 

③環境問題などの地球的な課題において、そのような問題の原因と現状はどのようなものであるかを知り、その解消方法
を考え、実行していくこと。 

④人間やモノの移動、情報もグローバル化している中で、自分の住んでいる場所と違う地域や国を知り、いかにして共に
生きるかを考え、行動すること。 

 これらの問題を知識として持ち、考え、行動することを求めていきます。 

 

４ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

・現代の世界が抱える諸問題に対して
の知識を教科書や資料、ICT機器を用
いて調べ、自らの知識としている。 

・資料から情報を読み取り、何が分かる
かを判断している。 

・資料から情報を読み取り、判断して判
断している。 
・資料や実際調査したことを文章や表、
図に表現してまとめ、発表することが
できる。 

・世界各地の多様性を理解し、共に人間
として地球的な課題を理解して、その
解消のために取り組もうとしている。 
・世界各地の文化の違いを理解し、差別
や紛争を起こさないように共に生きて
いくための方法を考えている。 

 



５ 評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評
価
方
法 

 以上の観点を踏まえ､ 
・単元テストの知識・技能にまつわる
問題。 

・小テスト 
・レポートの内容 
・ワークシート 
 で総合的に評価する。 

 以上の観点を踏まえ､ 
・単元テストの思考・判断・表現にま
つわる問題。 

・レポートの内容・発表 
・ディスカッション 
 で総合的に評価する。 

 以上の観点を踏まえ､ 
・レポートの内容・発表 
・ディスカッション 
・課題の提出 
 で総合的に評価する。 

 

６ 学習計画                              

 月 単元名 授 業

時数 

教材名 学習活動(指導内容) 評価の

観点 

評価方法 

４ 

 

 

 

第 1 部 地図でと

らえる現代世界 

第1章 地図と地

理情報システム 

 

 

５ １節 地球上の

位置と私たちの

生活 

２節 地図の役

割と種類 

・地球上の位置の表現や時差の考

え方を理解させる。 

・地図の種類とその利用方法、それ

をどのようにして活用し、情報を利

用できるかを、実際の地図の読図作

業を含めながら理解する。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

小単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用いた

考察および発表 

行動観察 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 結びつき

を深める現代世界 

 

６ 

 

１節 現代世界

の国家 

２節 グローバ

ル化する世界 

 

・国家の成立条件、国家はどのよう

にして他の国家と区別されるのか

を理解させる。そのうえで日本と周

辺諸国の領土問題を学ぶ。 

・その一方で世界の国々はお互い

に結びついている。国家連合・貿易・

交通網・通信網・グローバル化する

観光についてどのように国家同士、

個人同士がつながっているかを理

解する。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

 

 

 

 

 

 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用いた

考察および発表 

行動観察 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

第２部 国際理解

と国際協力 

第１章生活文化の

多様性と国際協力 

６ 序説 生活文化

の多様性 

１節 世界の地

形と人々の生活 

・世界の諸地域を比較するとき、ど

のような方法があるか理解するこ

と。 

・地形が世界各地の生活にどのよ

うな影響と違いを与えているのか

を考察する。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用いた

考察および発表 

行動観察 

７ 

・

８ 

 

 

 

 

 

 ７ ２節 世界の気

候と人々の生活 

・気候は何によって形成され、気

温・降水・風はどのように生まれ、

地域差が生まれるかを理解する、 

・似た気候が見られる地域をまと

めた気候区分の特色を理解し、その

ような地域ではどのような植生が

見られ、どのような生活が営まれて

いるかを考察する。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用いた

考察および発表行動観

察 



９ 

 

 

 

 

 

 

 ７ ３節 世界の言

語・宗教と人々の

生活 

・世界の言語とその分布を理解し、

言語の多様性と実際の利用、習得の

実際を学ぶ。 

・世界の宗教とその分布を理解し、

宗教が世界各地の生活にどのよう

な影響を与えているかを学ぶ。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用いた

考察及び発表 

夏休み宿題のレポート

発表 

行動観察 

10  ７ ４節 歴史的背

景と人々の生活 

・世界各地の文化が各地域の辿っ

た歴史によって形成されているこ

とを理解する。 

・各国の歴史的背景が現在でも

様々な国の政治や文化の在り方に

強い影響を与えていることを理解

する。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用いた

考察及び発表 

夏休み宿題のレポート

発表 

行動観察 

11  ７ ５節 世界の産

業と人々の生活 

・世界の農業や工業がどのような

自然条件や社会条件で成立してき

たのかを理解する。 

・各地域で農業や工業がどのよう

な生活や産業を生み出しているの

かを理解する。 

 

а, 

ｂ, 

ｃ 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用いた

考察および発表 

夏休み宿題のレポート

発表 

行動観察 

12 第２章 地球的課

題と国際協力 

６ １節 複雑に絡

み合う地球的課

題 

２節 地球環境

問題 

３節 資源・エネ

ルギー問題 

・世界には様々な環境問題とその

メカニズムを知り、それがどれだけ

の規模で問題となっているかを理

解する。 

・環境問題の解消について個々人

がどのような行動をとり、どのよう

な場所に訴えるかを考察し、実践す

る。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用いた

考察及び発表 

行動観察 

 

１  ５ ４節 人口問題 

５節 食料問題 

６節 都市・居住

問題 

・世界における人口・食料・都市居

住問題について、その様な問題が起

こる社会的背景を理解する。 

・このような問題について個々人

がどのような行動をとり、どのよう

な場所に訴えるかを考察し、実践す

る。 

а, 

ｂ, 

ｃ 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用いた

考察及び発表 

冬休み宿題のレポート

発表 

行動観察 



２ 第３部 持続可能

な地域づくりと私

たち 

第１章 自然環境

と防災 

５ １節 日本の自

然環境 

２節 地震・津波

による災害 

３節 火山災害

と防災 

４節 気象災害

と防災 

５節 自然災害

への備え 

・日本の自然環境、とりわけ地形と

気候についての特色を理解する。 

・日本は地震・津波などの自然災害

による被害を受けやすい地域であ

る。自然災害が起こるメカニズムを

理解する。 

・自然災害が起こる前にはどのよ

うな備えが必要で、実際災害に遭っ

たときにどのような行動をとるか

を考察する。またその中で周りの

人々とどのように協力できるかを

考える。 

а，

ｂ, 

ｃ 

単元テスト 

ワークシート 

ワークシートを用いた

考察及び発表 

冬休み宿題のレポート

発表 

行動観察 

３ 第２章 生活圏の

調査と地域の展望 

３ １節 生活圏の

調査と地域の展

望 

・実際に地域調査に出るためには

どのような準備をすればいいのか、

どのような調べ方をすればいいの

かを考察し、実践できるようにす

る。 

ｂ, 

ｃ 

ワークシート 

ワークシートを用いた

考察及び発表 

                                        計64時間（55分授業） 
 

７ 課題･提出物等 

・単元ごとに単元テストを行います。 

・まとめとしてワークシートを行い、その中で課題についての考察を行い、議論や発表を行います。 

・ワークシートを提出し、評価します。 

・夏休みと冬休みにはレポートを課し、発表を行います。 

 

８ 担当者からの一言 
 「地理総合」は全国の高校において必修となる科目です。地理というと地名や用語が覚えられないために苦手な人もい
るかもしれませんが、これからの人生の中で有用になる科目だと思います。 
 まず、ICT機器を普段から使うディジタルネイティブのみなさんが、ICT機器を用いて地理上の情報を活用する方法を
学んでいきます。それを用いて何が分かるかを考察し、学んでいきます。 
 ２つ目に、日本は自然災害の多い国です。単に自然災害を恐れるのではなくて、自然災害がどのようにして起こるの
か、自然災害が起こっても被害を少なくする方法、災害が起こった時にどのように行動すればいいのかを学び、正しく恐
れるようにしましょう。 
 ３つ目に世界には私たちと違う文化を持っている人が沢山います。日本国内でも海外をルーツとする人たちが増えてい
ます。そのような方々を差別せずに、どのようにして共に生活していけるかを学んでいきましょう。 

 

 

 


